
予算要求資料
平成28年度３月補正予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：工鉱業振興費
	事業名 新航空宇宙科学博物館リニューアル整備事業費（拠点整備分）


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　 商工労働部　航空宇宙産業課　産業振興係 電話番号：058-272-1111（内2939）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　E-mail：c11354@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　　2,015,000千円（現計予算額：0千円）
　＜財源内訳＞　

	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附
金 
	その
他
	県　債
	一　般

財　源

	現　計

予算額
	0
	     0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	補　正

要求額
	2,015,000
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,015,000

	決定額
	2,015,000
	672,049
	0
	0
	0
	0
	0
	672,000
	670,951


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・県では、「岐阜県成長・雇用戦略」において、「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」を最重要プロジェクトに位置付け、人材育成の強化、生産拡大の支援、県内航空宇宙産業のＰＲなどに取り組んでいる。

・「かかみがはら航空宇宙科学博物館」は、航空宇宙に関する県内唯一の施設であり、人材育成や県内航空宇宙産業のＰＲの重要な拠点であるが、平成８年の開館から２０年近くが経過し、展示機体数の増加による狭隘化、経年による設備、体験装置等の老朽化が課題となっている。

・このような状況の中、県と各務原市は平成２７年９月に同博物館のリニューアル基本構想を策定し、各務原市と連携しつつ県が主体的に事業を推進している。基本構想を具体化するため有識者会議（ワーキンググループ、ＷＧ）を組織し、平成２８年３月に基本計画、展示基本設計を取り決めた。
・基本計画、展示基本設計に並行し、建築設計が平成２８年４月に完了したため、建築工事、展示製作に必要な経費を前年度６月補正予算にて要求した。
・同博物館の機能充実・魅力向上を図ることで、航空宇宙産業の集積地である各務原地域並びに岐阜県をＰＲするとともに、子どもたちに同産業の夢や魅力を伝えることにより、県内航空宇宙産業への就業意欲を醸成・喚起し、人材不足の解消を目指す。
（２）事業内容
  　平成２７年度から進めている建築設計ならびに展示設計の成果を踏まえ、リニューアル工事に着手する。
　○建築工事（外構工事含む）　　（平成２８～２９年度、２，１３４百万円）

　建築設計（平成２８年４月完了）を基に実施する建築工事のうち、増築部分、ＷＧの提案事項等について費用を負担する。
　○展示製作　　　　　　　　　　（平成２８～２９年度、　　７７４百万円）

　　展示設計（平成２８年７月完了予定）を基に実施する展示製作の宇宙に関する展示、ＷＧの提案事項等について費用を負担する。
（３）県負担・補助の考え方
　　航空宇宙産業の情報発信、就業の喚起による産業振興、観光誘客促進による観光振興などを目的とする、世界有数の航空宇宙産業集積地にふさわしい博物館の整備は県全体に事業効果が波及する。そのため、県が主体的に取り組んでおり、宇宙エリアの拡充を含めた増築およびＷＧの提案内容の実施等に伴うリニューアル整備の費用を負担する。
（４）類似事業の有無
　かかみがはら航空宇宙科学博物館リニューアル事業費補助金（平成２７年９月補正～２８年度）にて、基本計画策定、展示設計及び建築設計を実施する。
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	負担金
	774,000
	展示製作等にかかる経費を各務原市へ支出

	工事負担金
	1,241,000
	建設工事、外構工事等の29年度分を各務原市へ支出

	合計
	2,015,000
	


	　決定額の考え方
　地方創生拠点整備交付金を充当します。


４　参考事項
（１）事業主体及びその妥当性
・「岐阜県成長・雇用戦略」に掲げる「航空宇宙産業の製造品出荷額倍増プロジェクト」において、「航空宇宙産業のメッカとしての各務原地域をアピール」することを具体的な取組として位置付けている。

・基本構想では、リニューアル後の博物館は、県と各務原市が共同で施設を所有し、共同で運営を行うものとしており、各務原市と連携しつつ県が主体的に取り組むことが妥当である。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　平成３０年３月までに、かかみがはら航空宇宙科学博物館のリニューアルを行い、航空宇宙産業の集積地としてＰＲするとともに、次代を担う人材の確保につなげる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	県内航空宇宙産業の製造品出荷額(億円)

	2,162
（H24）
	2,101
（H25）
	（H  ）
	2,571
（H26）
	4,000
（H34）
	64％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

建築工事については、平成２８年１０月に各務原市議会の議決を経て契約済み。また、展示制作についても、平成２８年１２月に同市議会の議決を経て契約する予定。


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

かかみがはら航空宇宙科学博物館リニューアル整備事業費において、
各務原市と連携し建築工事や展示製作の契約を行い、博物館のリニューア
ルを推進した。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	「岐阜県成長・雇用戦略」では航空宇宙産業を成長分野に位置付けており、「かかみがはら航空宇宙科学博物館」をリニューアルすることは、子ども達の航空宇宙に対する興味の喚起、県内外への情報発信や産業観光拠点として誘客につなげることができるなど、必要性は高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	「リニューアルの意義」の第一項に「産業振興・人材育成」を掲げており、施設整備、展示の充実を行い魅力的な教育プログラム等を整備する計画であり、事業の有効性は高い。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	リニューアルに関しては、有識者で構成するワーキンググループの監修のもと、的確に推進する計画であり、事業の効率性は高い。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　かかみがはら航空宇宙科学博物館のリニューアルにより展示内容を充実させるとともに、各種イベントや教育プログラムの実施により、来館者を増加させること。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

リニューアル後の「岐阜かかみがはら航空宇宙博物館」が、日本を代表する専門博物館としてより魅力的な施設となるよう、各務原市と連携し、展示内容の充実とイベント実施等による集客を図る。


